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「

恋

は
ス
ト
レ
ス
？

」

（
第
二
十
二
回
）

吉
永
小
百
合
さ
ん
が
主
演
の
映
画

「
千
年
の
恋
～
ひ
か
る
源
氏
物
語
」

を
観
た
。
最
近
、世
の
中
で
は
、
源

氏

物

語
が
ブ
ー
ム
で

あ
る

。
平

安

時

代

に
発

表

さ

れ
て

か

ら
、
ち
ょ
う
ど
言
呂

年
に

な
る
か
ら
だ
。
カ
ラ
フ
ル

な
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
し

た
定
期
刊
行
物
ま
で

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。

全
国
の
中
で
も
、

源
氏
物
語
に
馴
染
み

が
深
い
の
が
徳
島
で

あ
る
。
瀬
戸
内

寂
聴

さ
ん
が
現
代
語
に
訳

し
た
本
1
0
巻
は
、
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
の
仲
間
入
り
。

邦
楽
の
作
曲
家
で
あ
る
三

木
稔
さ
ん
は
、「
源
氏
物
語
」

を
オ
ペ
ラ
に
仕
立
て
て
、
国
際

的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

源

氏

物

語

の
主

人

公

と
い
え

ば

、

光
源

氏

。
こ
の
モ

デ
ル
と

な
っ
た
実

在

の

人

物
が

、
藤

原
道

長

で

あ
っ
た

。
美

貌

と

才

知

に
恵

ま
れ

た

道

長

は

、
と

て

も
女

性

に
人

気

が
あ
っ
た
と
い
う

。

今

で
言

え
ば
、
言

葉

巧
み
な

プ
レ
イ
ボ

ー
イ
。
和

歌
に
優

れ

、
楽

器

の
演
奏

も

得

意

。
教

養

豊

か
で

粋

な

た
ち

振

る

舞

い
。
さ

ぞ
か
し

、
人

間

的

魅
力

に
も

溢

れ
て
い
た
の

だ
ろ

う
。

さ
て

、
こ
こ

で

ク
イ

ズ
を
一
つ
。

約

言

呂

年

前

、
日

本

の
歴

史

で

道

長

が
一
番

最

初
に

な
っ

た

も
の
は
何

で
し
ょ
う
？
・

答

え

は

糖

尿

病

。
三

人

の
娘

が
皇
后

に
な
り
栄

華

を
極

め
た

と
き

、
す

で

に

病

気

は
相

当

悪

化

し
て
い
た

。
当

時

は

ま

れ

な

病

気

だ
っ
た

が

、
遺

伝

因

子

と

環

境

因

子

が

関

わ
っ
て

発

症

す
る

。
調
べ
る
と

親

族

に

も

み
ら

れ

、
遺

伝

的

素

質

が

あ
っ
た
よ

っ
だ

。
環

境

に
つ
い
て

は

、

「
鮑
床
し
い
も
の
を
食
べ
す

ぎ
て
い
た
の
か
」「
運
動
不
足

が
あ
っ
た
の
か
」
「
も
し
か
し
た
ら

、

女

性

を
巡

っ
て
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
た

の

だ
ろ
う
か
」
、
な
ど

と
糖
尿

病
専

門
医

の
筆

者

は
推
理

し
て
い
る

。
あ

な
た
の

場

合
は
大

丈

夫
で

す
か
？

（
徳
島

大

学
附

属

病

院
内

科
医

師

）
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